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Abstract
To understand the current social situation in Indonesia and its changes over the decades, the population 
census implemented by Statistics Indonesia, Badan Pusat Statistik (BPS), provides us with important 
basic information.  The usefulness of population census data has greatly increased since 2000 because 
“ethnicity” was added to the questionnaire, and BPS published the digitized raw data.  This study ana-
lyzes the case of Riau Province mainly using raw data from the 2000 and 2010 population censuses, which 
show that migration from other provinces increased considerably and the employment structure changed 
significantly.
The characteristics of migrants in Riau Province varied during different periods.  Minangkabau from 
West Sumatra Province were dominant in the 1970s, but Javanese from Java Island with governmental 
support (transmigrasi) exceeded this number in the 1980s.  Bataks and Javanese from North Sumatra 
Province have made up the largest number of migrants since the 1990s.  The increase in migrants between 
2000 and 2010 was driven by the rapid development of the estate crop sector in Riau Province, especially 
the oil palm industry, and many local ethnic groups also switched from food crops to estate crops.  In 2010, 
more than a third of the total population in Riau Province was engaged in the estate crop sector.  Neverthe-
less, a notable finding from our analysis is that the descendants of migrants are inclined to engage in 
 industries other than the estate crop sector.
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で可視化し，俯瞰的に明らかにする作業を試みた［Nagata et al. 2014］。この研究では，中央統
計庁リアウ州支部で永田らが独自に入手した 2000年人口センサスと 2004年選挙人確定調査の



















インドネシアでは中央統計庁（Badan Pusat Statistik; BPS） が主な統計調査を実施し，そ 
のデータを管理している。同庁が管轄している統計調査の中で主要な全数調査としては，人 




1) 人口センサスの中間年には，中間人口調査（Survei Penduduk Antar Sensus）が標本調査として現在ま
























者が多いリアウ諸島州における民族構成を分析したアナンタらの研究［Ananta et al. 2008］が
挙げられる。分析の結果，バタックやミナンカバウ，ジャワといった民族は他州からの移住者
が多いが，ムラユや華人はリアウ諸島州出身者が多いことを指摘した。さらにアナンタらの




































2000年人口センサスでは L1， L2， L3の 3種類の調査票が用いられた。家屋に居住する住民
に対しては，L1に家屋の情報とその住民の情報を記入し，L2に住民の詳細な情報を記入し 
た。一定の居住家屋を持たない者，隔絶された地域の住民，水上生活者，船員などに対しては，
L2よりも調査項目の少ない L3を用いた。L1の対象者のうち L2に回答しなかった「非回答 
者 （Non-Respon）」はリアウ州全体で 192,795であり，L3の回答者数は 9,656であった［BPS 








C1は 2000年の L1と L2にそれぞれ対応するものであり，2010年のC2と L2は 2000年の L3を
細分化したものである。2010年人口センサスの一部データを公開している中央統計庁のホーム
ページ（https://sp2010.bps.go.id/: 2017年 3月 4日閲覧）によれば，2010年人口センサスのリア





体の 3.9％と 0.2％，2010年人口センサスのC2と L2の対象者は全体の 0.5％であることから，
本研究の分析に大きな影響を与えるものではないと考える。
























項目 2000 2010 項目 2000 2010
地域コード 世帯構成員の情報（5歳以上）
州コード ○ ○ 5年前の居住地 ○ ○
県・市コード ○ ○ 日常言語 × 県・市
郡コード ○ ○ インドネシア語能力 × ○
町・村コード ○ ○ 就学状況 ○ ○
居住地に関する情報 最終学歴 ○ ○
都市と農村の区別 ○ ○ 識字 × ○
センサス・ブロック番号 ○ △ 婚姻状況 – ○
隣組等の番号 × △ 就業状況 ○ ○
建物番号 ○ △ 産業別の就業先 ○ ○
調査対象の建物番号 △ △ 就業形態 ○ ○
世帯番号 ○ ○ 世帯構成員の情報（10歳以上）
世帯の種類 ○ △ 出産した子供の人数 ○ ○
世帯構成員の情報（全年齢） 2009年 1月 1日以降の出産 
経験 × ○世帯構成員番号 ○ ○
氏名 △ △ 死亡に関する情報
世帯主との続柄 ○ ○ 2009年 1月 1日以降に死亡 
した人数 × ○性別 ○ ○
生まれた年月 ○ ○ 死亡した者の名前・性別 × △
生まれた日 × ○ 死亡した年月・年齢 × ○
年齢 ○ ○ 妊娠中，もしくは出産後 
2カ月以内に死亡した人数 × ○出生地（州） ○ ○
出生地（県・市） ○ ○ 居住している建物に関する情報
宗教 ○ 郡 最も広い部屋の床の材質 × ○
民族 ○ 県・市 床面積 × ○
国籍 ○ 県・市 電気・燃料・飲料水 × ○












る。インドネシア全体の人口は，2000年から 2010年の 10年間に 206,264,595から 237,641,326



















16,098 （3,698世帯）， 1979～1988年度には 277,074 （65,447世帯）， 1989～1998年度には 250,633
（61,620世帯）であったが，1999～2009年度には 16,176（4,057世帯）へと激減している［BPS 




は 5％，2000年には 11％，2010年には 17％と顕著な伸びを見せている。絶対数でみても 2000
























































他州 ジャワ島 その他 合計
北部
2000 485,309 164,200 28,591 23,118 86,921 3,034 791,173（19％） （41％） （12％） （22％） （22％） （10％） （21％）
2010 739,380 369,890 39,717 22,759 106,331 3,785 1,281,862
（20％） （40％） （12％） （16％） （22％） （12％） （23％）
増減率 52％ 125％ 39％ –2％ 22％ 25％ 62％
中部
2000 943,853 152,782 80,732 31,880 144,168 5,718 1,359,133（37％） （38％） （34％） （30％） （36％） （19％） （36％）
2010 1,310,286 369,419 115,084 51,168 187,008 8,436 2,041,401
（36％） （40％） （34％） （35％） （39％） （26％） （37％）
増減率 39％ 142％ 43％ 61％ 30％ 48％ 50％
州都
2000 346,986 59,108 110,093 22,753 43,145 3,355 585,440
（13％） （15％） （46％） （21％） （11％） （11％） （16％）
2010 537,287 102,493 151,033 35,356 66,321 5,277 897,767
（15％） （11％） （45％） （24％） （14％） （16％） （16％）
増減率 55％ 73％ 37％ 55％ 54％ 57％ 53％
南部
2000 803,377 25,771 17,951 29,479 124,847 18,314 1,019,739
（31％） （6％） （8％） （27％） （31％） （60％） （27％）
2010 1,039,654 72,914 28,422 36,828 124,215 15,304 1,317,337
（29％） （8％） （9％） （25％） （26％） （47％） （24％）
増減率 29％ 183％ 58％ 25％ –1％ –16％ 29％
合計
2000 2,579,525 401,861 237,367 107,230 399,081 30,421 3,755,485
（100％） （100％） （100％） （100％） （100％） （100％） （100％）
2010 3,626,607 914,716 334,256 146,111 483,875 32,802 5,538,367
（100％） （100％） （100％） （100％） （100％） （100％） （100％）


















表 4では，2000年と 2010年のリアウ州の民族別人口と 10年間の変化を示した。2010年の構
成比でみると，リアウ州を故地とするムラユ・リアウ（27％） とジャワ島を故地とするジャワ
（29％）が 3割弱で拮抗し，北スマトラ州を故地とするバタック （12％），西スマトラ州を故地






































民族 2000年 2010年 増減数 増減率
ムラユ・リアウ 1,177,117 （31％） 1,521,462 （27％） 344,345 29％
ムラユ（その他） 266,327 （7％） 307,353 （6％） 41,026 15％
リアウ州少数民族 33,513 （1％） 44,734 （1％） 11,221 33％
バタック 330,384 （9％） 691,399 （12％） 361,015 109％
ニアス 11,198 （0％） 71,537 （1％） 60,339 539％
ミナンカバウ 442,609 （12％） 676,948 （12％） 234,339 53％
ジャワ 968,911 （26％） 1,608,268 （29％） 639,357 66％
バンジャール 172,407 （5％） 227,239 （4％） 54,832 32％
ブギス 86,019 （2％） 107,159 （2％） 21,140 25％
華人 98,353 （3％） 101,864 （2％） 3,511 4％
その他 166,155 （4％） 179,883 （3％） 13,728 8％
外国籍 2,492 （0％） 521 （0％） –1,971 （–79％）

























他州 ジャワ島 その他 合計
ムラユ・リアウ 1,486,113 9,168 7,033 14,406 3,415 1,327 1,521,462
（98％） （1％） （0％） （1％） （0％） （0％） （100％）
ムラユ（その他）
257,663 25,378 3,741 17,690 1,829 1,052 307,353
（84％） （8％） （1％） （6％） （1％） （0％） （100％）
リアウ州少数民族
44,229 172 75 163 54 41 44,734
（99％） （0％） （0％） （0％） （0％） （0％） （100％）
バタック
299,604 368,932 6,769 8,746 6,284 1,064 691,399
（43％） （53％） （1％） （1％） （1％） （0％） （100％）
ニアス
21,833 49,058 357 192 61 36 71,537
（31％） （69％） （0％） （0％） （0％） （0％） （100％）
ミナンカバウ
337,045 13,778 304,321 12,305 8,583 916 676,948
（50％） （2％） （45％） （2％） （1％） （0％） （100％）
ジャワ
716,090 412,689 6,962 63,302 405,657 3,568 1,608,268
（45％） （26％） （0％） （4％） （25％） （0％） （100％）
バンジャール
218,529 5,210 94 2,145 283 978 227,239
（96％） （2％） （0％） （1％） （0％） （0％） （100％）
ブギス
88,796 247 73 3,373 416 14,254 107,159
（83％） （0％） （0％） （3％） （0％） （13％） （100％）
華人
86,978 9,051 1,491 2,437 1,254 653 101,864
（85％） （9％） （1％） （2％） （1％） （1％） （100％）
その他
69,668 21,029 3,339 21,341 56,031 8,475 179,883
（39％） （12％） （2％） （12％） （31％） （5％） （100％）
外国籍
59 4 1 11 8 438 521
（11％） （1％） （0％） （2％） （2％） （84％） （100％）
合計
3,626,607 914,716 334,256 146,111 483,875 32,802 5,538,367














がある。中央統計庁が公表している産業別地域総生産（Produk Domestik Regional Bruto; Gross 
Regional Domestic Product）によれば［BPS 2015］，2010年のリアウ州においては，鉱業・採石
業（Pertambangan dan Penggalian; Mining and Quarrying）が総生産額（名目）の 32.62％を占め，
製造業（Industri Pengolahan; Manufacturing）の 24.07％，農林水産業（Pertanian, Kehutanan, dan 




















表 8では，リアウ州の出生地集団ごとの 2000年と 2010年の産業別就業者数の実数とその割
合を，表 9では 10年間の増減数と増減率を示した。まず，リアウ州の全就業者数に関して，
2000年から 2010年にかけての変化をみると，食料作物部門の割合が 19％から 7％へと大幅に
低下し，実数でも 15万人を超える減少（減少率 52％）となっている。これに対して，農園作







産業分類 インドネシア リアウ州 特化係数
農業（食料作物） 25,880,411 （25％） 118,126 （6％） 0.23
農業（園芸作物） 2,289,105 （2％） 20,206 （1％） 0.44
農業（農園作物） 9,885,243 （9％） 792,175 （38％） 4.02
漁業 1,945,786 （2％） 44,531 （2％） 1.15
畜産業 2,113,698 （2％） 6,749 （0％） 0.16
林業 385,462 （0％） 15,837 （1％） 2.06
鉱業・採石業 1,128,924 （1％） 31,093 （1％） 1.38
製造業 11,299,254 （11％） 91,859 （4％） 0.41
電気・ガス供給 381,524 （0％） 8,231 （0％） 1.08
建設業 5,538,783 （5％） 105,758 （5％） 0.96
小売 17,135,428 （16％） 307,893 （15％） 0.90
宿泊・飲食 2,162,986 （2％） 26,730 （1％） 0.62
交通 4,761,178 （5％） 84,017 （4％） 0.88
情報・通信 647,937 （1％） 10,947 （1％） 0.85
金融・保険 1,113,050 （1％） 16,070 （1％） 0.72
教育 4,243,179 （4％） 107,276 （5％） 1.27
医療 1,142,827 （1％） 25,351 （1％） 1.11
行政 11,155,520 （11％） 234,823 （11％） 1.06
その他 1,717,754 （2％） 45,049 （2％） 1.31








就業者数の 5割程度を占める北スマトラ州出身者 （51％） とジャワ島出身者 （49％） である。こ
のうち 10年間の農園作物部門就業者の伸びは，北スマトラ州出身者（増加数 172,868，増加率
275％）がジャワ島出身者（増加数 46,636，増加率 48％） を大きく上回っている。北スマトラ
州出身者は全就業者数が 10年間で大幅に増加しており （増加数 246,737，増加率 116％），農園
作物部門就業者の伸びは，主に新たな移住者の同部門への参入によるものと考えられる。一方，




れ 35％，31％と 3割強にとどまる。ただし，リアウ州出身者の同部門の就業者数は 373,422で
あり，出生地別の集団の中では最も多く，10年間の伸びはリアウ州出身者（増加数 188,987，




































2000 185,948 184,435 37,027 126,727 120,169 221,202 875,508
（21％） （21％） （4％） （14％） （14％） （25％） （100％）
2010 86,741 373,422 38,585 149,226 218,348 204,438 1,070,760
（8％） （35％） （4％） （14％） （20％） （19％） （100％）
北スマトラ州
2000 29,196 62,906 16,579 29,648 26,603 46,977 211,909
（14％） （30％） （8％） （14％） （13％） （22％） （100％）
2010 21,249 235,774 21,189 55,881 57,034 67,519 458,646
（5％） （51％） （5％） （12％） （12％） （15％） （100％）
西スマトラ州
2000 3,616 3,733 14,723 46,254 27,505 29,277 125,108
（3％） （3％） （12％） （37％） （22％） （23％） （100％）
2010 2,038 8,847 13,955 73,352 37,972 43,725 179,889
（1％） （5％） （8％） （41％） （21％） （24％） （100％）
スマトラ他州
2000 3,804 9,627 5,530 8,172 9,455 10,934 47,522
（8％） （20％） （12％） （17％） （20％） （23％） （100％）
2010 2,768 21,892 5,600 12,084 14,537 13,196 70,077
（4％） （31％） （8％） （17％） （21％） （19％） （100％）
ジャワ島
2000 59,855 97,423 11,822 28,081 28,526 40,587 266,294
（22％） （37％） （4％） （11％） （11％） （15％） （100％）
2010 22,074 144,059 11,684 42,256 37,196 36,029 293,298
（8％） （49％） （4％） （14％） （13％） （12％） （100％）
その他
2000 6,844 5,911 1,033 2,372 1,923 3,248 21,331
（32％） （28％） （5％） （11％） （9％） （15％） （100％）
2010 3,462 8,181 846 1,824 2,363 3,375 20,051
（17％） （41％） （4％） （9％） （12％） （17％） （100％）
合計
2000 289,263 364,035 86,714 241,254 214,181 352,225 1,547,672
（19％） （24％） （6％） （16％） （14％） （23％） （100％）
2010 138,332 792,175 91,859 334,623 367,450 368,282 2,092,721


















表 10では，第 1のグループの民族・出生地集団ごとの 2000年と 2010年の産業別就業者数の
実数とその割合を，表 11では 10年間の増減数と増減率を示した。ムラユ・リアウ，ムラユ 
表 9　リアウ州の出生地集団ごとの産業別就業者数の増減数・増減率（2000～ 2010年）
（単位：人）




増減数 –99,207 188,987 1,558 22,499 98,179 –16,764 195,252
増減率 –53％ 102％ 4％ 18％ 82％ –8％ 22％
北スマトラ州
増減数 –7,947 172,868 4,610 26,233 30,431 20,542 246,737
増減率 –27％ 275％ 28％ 88％ 114％ 44％ 116％
西スマトラ州
増減数 –1,578 5,114 –768 27,098 10,467 14,448 54,781
増減率 –44％ 137％ –5％ 59％ 38％ 49％ 44％
スマトラ他州
増減数 –1,036 12,265 70 3,912 5,082 2,262 22,555
増減率 –27％ 127％ 1％ 48％ 54％ 21％ 47％
ジャワ島
増減数 –37,781 46,636 –138 14,175 8,670 –4,558 27,004
増減率 –63％ 48％ –1％ 50％ 30％ –11％ 10％
その他
増減数 –3,382 2,270 –187 –548 440 127 –1,280
増減率 –49％ 38％ –18％ –23％ 23％ 4％ –6％
合計
増減数 –150,931 428,140 5,145 93,369 153,269 16,057 545,049




















2000 101,037 93,550 18,696 57,299 61,620 120,524 452,726
（22％） （21％） （4％） （13％） （14％） （27％） （100％）
2010 42,032 203,505 16,329 60,715 119,206 102,356 544,143
（8％） （37％） （3％） （11％） （22％） （19％） （100％）
ムラユ （その他）
2000 18,402 15,361 4,102 12,565 12,327 25,485 88,242
（21％） （17％） （5％） （14％） （14％） （29％） （100％）
2010 6,576 27,473 4,188 11,405 22,198 15,627 87,467
（8％） （31％） （5％） （13％） （25％） （18％） （100％）
リアウ州少数民族
2000 2,453 3,111 313 1,024 608 6,224 13,733
（18％） （23％） （2％） （7％） （4％） （45％） （100％）
2010 1,175 7,318 1,020 970 921 5,520 16,924
（7％） （43％） （6％） （6％） （5％） （33％） （100％）
バンジャール
2000 13,542 28,055 1,454 8,680 5,598 11,299 68,628
（20％） （41％） （2％） （13％） （8％） （16％） （100％）
2010 13,144 37,501 3,140 9,900 9,977 10,566 84,228
（16％） （45％） （4％） （12％） （12％） （13％） （100％）
ブギス
2000 8,312 11,644 448 2,524 1,604 3,249 27,781
（30％） （42％） （2％） （9％） （6％） （12％） （100％）
2010 8,490 15,557 1,110 2,887 2,790 2,612 33,446
（25％） （47％） （3％） （9％） （8％） （8％） （100％）
華人
2000 631 510 1,682 12,661 7,181 8,420 31,085
（2％） （2％） （5％） （41％） （23％） （27％） （100％）
2010 193 1,317 1,266 14,429 3,403 7,718 28,326


















率においても，バタック（増加数 61,353，増加率 272％），ジャワ（増加数 85,177，増加率
259％），ニアス（増加数 16,990，増加率 510％）のすべてが大きな伸びを示している。こうし
た伸びは他産業からの移動というより，この間の全就業者数の伸び（バタック：増加数
98,885，増加率 102％，ジャワ：増加数 107,968，増加率 124％，ニアス：増加数 21,732，増加
率 405％）から推測されるように，3民族のリアウ州への移住が増大し，その移住者が他部門
表 11　リアウ州出身者が 8割以上の民族の産業別就業者数の増減数と増減率（2000～ 2010年）
（単位：人）




増減数 –59,005 109,955 –2,367 3,416 57,586 –18,168 91,417
増減率 –58％ 118％ –13％ 6％ 93％ –15％ 20％
ムラユ （その他）
増減数 –11,826 12,112 86 –1,160 9,871 –9,858 –775
増減率 –64％ 79％ 2％ –9％ 80％ –39％ –1％
リアウ州少数民族
増減数 –1,278 4,207 707 –54 313 –704 3,191
増減率 –52％ 135％ 226％ –5％ 51％ –11％ 23％
バンジャール
増減数 –398 9,446 1,686 1,220 4,379 –733 15,600
増減率 –3％ 34％ 116％ 14％ 78％ –6％ 23％
ブギス
増減数 178 3,913 662 363 1,186 –637 5,665
増減率 2％ 34％ 148％ 14％ 74％ –20％ 20％
華人
増減数 –438 807 –416 1,768 –3,778 –702 –2,759












2000 6,782 3,497 1,266 3,790 3,565 5,531 24,431
（28％） （14％） （5％） （16％） （15％） （23％） （100％）
2010 1,647 10,741 1,540 6,785 9,369 8,808 38,890
（4％） （28％） （4％） （17％） （24％） （23％） （100％）
北スマトラ州
2000 11,195 22,556 10,465 15,585 15,640 21,844 97,285
（12％） （23％） （11％） （16％） （16％） （22％） （100％）
2010 9,722 83,909 10,618 28,179 29,140 34,602 196,170
（5％） （43％） （5％） （14％） （15％） （18％） （100％）
???
リアウ州
2000 28,093 22,980 4,698 11,794 14,289 23,751 105,605
（27％） （22％） （4％） （11％） （14％） （22％） （100％）
2010 12,358 65,069 5,876 16,344 27,366 25,602 152,615
（8％） （43％） （4％） （11％） （18％） （17％） （100％）
ジャワ島
2000 53,920 84,741 10,110 23,635 24,343 34,483 231,232
（23％） （37％） （4％） （10％） （11％） （15％） （100％）
2010 19,941 129,925 9,539 35,119 30,207 29,435 254,166
（8％） （51％） （4％） （14％） （12％） （12％） （100％）
北スマトラ州
2000 15,374 32,869 3,710 8,891 6,656 19,545 87,045
（18％） （38％） （4％） （10％） （8％） （22％） （100％）
2010 9,596 118,046 6,630 18,348 19,556 22,837 195,013
（5％） （61％） （3％） （9％） （10％） （12％） （100％）
???
リアウ州
2000 9 81 17 28 22 36 193
（5％） （42％） （9％） （15％） （11％） （19％） （100％）
2010 15 361 60 52 64 79 631
（2％） （57％） （10％） （8％） （10％） （13％） （100％）
北スマトラ州
2000 240 3,332 422 346 438 584 5,362
（4％） （62％） （8％） （6％） （8％） （11％） （100％）
2010 401 20,322 1,705 972 1,484 2,210 27,094
（1％） （75％） （6％） （4％） （5％） （8％） （100％）
??????リアウ州
2000 1,036 986 3,353 13,170 10,592 9,842 38,979
（3％） （3％） （9％） （34％） （27％） （25％） （100％）
2010 474 1,598 3,697 24,423 21,370 22,406 73,968
（1％） （2％） （5％） （33％） （29％） （30％） （100％）
西スマトラ州
2000 2,702 2,474 13,594 43,313 24,945 26,465 113,493
（2％） （2％） （12％） （38％） （22％） （23％） （100％）
2010 1,704 6,326 13,220 69,670 34,730 40,821 166,471

























増減数 –5,135 7,244 274 2,995 5,804 3,277 14,459
増減率 –76％ 207％ 22％ 79％ 163％ 59％ 59％
北スマトラ州
増減数 –1,473 61,353 153 12,594 13,500 12,758 98,885
増減率 –13％ 272％ 1％ 81％ 86％ 58％ 102％
???
リアウ州
増減数 –15,735 42,089 1,178 4,550 13,077 1,851 47,010
増減率 –56％ 183％ 25％ 39％ 92％ 8％ 45％
ジャワ島
増減数 –33,979 45,184 –571 11,484 5,864 –5,048 22,934
増減率 –63％ 53％ –6％ 49％ 24％ –15％ 10％
北スマトラ州
増減数 –5,778 85,177 2,920 9,457 12,900 3,292 107,968
増減率 –38％ 259％ 79％ 106％ 194％ 17％ 124％
???リアウ州
増減数 6 280 43 24 42 43 438
増減率 67％ 346％ 253％ 86％ 191％ 119％ 227％
北スマトラ州
増減数 161 16,990 1,283 626 1,046 1,626 21,732
増減率 67％ 510％ 304％ 181％ 239％ 278％ 405％
??????
リアウ州
増減数 –562 612 344 11,253 10,778 12,564 34,989
増減率 –54％ 62％ 10％ 85％ 102％ 128％ 90％
西スマトラ州
増減数 –998 3,852 –374 26,357 9,785 14,356 52,978


















































雇用あり 雇用なし 小計 雇用労働 家族労働 小計
男子
バタック
2000 3,168 3,366 6,534 8,816 220 9,036 15,570
（20％） （22％） （42％） （57％） （1％） （58％） （100％）
2010 8,410 18,743 27,153 39,781 1,851 41,632 68,785
（12％） （27％） （39％） （58％） （3％） （61％） （100％）
ジャワ
2000 5,006 7,348 12,354 9,631 667 10,298 22,652
（22％） （32％） （55％） （43％） （3％） （45％） （100％）
2010 13,375 37,047 50,422 49,849 3,769 53,618 104,040
（13％） （36％） （48％） （48％） （4％） （52％） （100％）
ニアス
2000 391 50 441 1,784 4 1,788 2,229
（18％） （2％） （20％） （80％） （0％） （80％） （100％）
2010 729 767 1,496 12,363 109 12,472 13,968
（5％） （5％） （11％） （89％） （1％） （89％） （100％）
女子
バタック
2000 1,125 1,344 2,469 3,613 886 4,499 6,968
（16％） （19％） （35％） （52％） （13％） （65％） （100％）
2010 1,231 1,823 3,054 9,308 2,762 12,070 15,124
（8％） （12％） （20％） （62％） （18％） （80％） （100％）
ジャワ
2000 1,478 2,671 4,149 3,837 2,169 6,006 10,155
（15％） （26％） （41％） （38％） （21％） （59％） （100％）
2010 1,241 1,874 3,115 6,389 4,502 10,891 14,006
（9％） （13％） （22％） （46％） （32％） （78％） （100％）
ニアス
2000 167 19 186 897 17 914 1,100
（15％） （2％） （17％） （82％） （2％） （83％） （100％）
2010 244 105 349 5,772 233 6,005 6,354



























雇用あり 雇用なし 小計 雇用労働 家族労働 小計
男子
バタック
増減数 5,242 15,377 20,619 30,965 1,631 32,596 53,215
増減率 165％ 457％ 316％ 351％ 741％ 361％ 342％
ジャワ
増減数 8,369 29,699 38,068 40,218 3,102 43,320 81,388
増減率 167％ 404％ 308％ 418％ 465％ 421％ 359％
ニアス
増減数 338 717 1,055 10,579 105 10,684 11,739
増減率 86％ 1,434％ 239％ 593％ 2,625％ 598％ 527％
女子
バタック
増減数 106 479 585 5,695 1,876 7,571 8,156
増減率 9％ 36％ 24％ 158％ 212％ 168％ 117％
ジャワ
増減数 –237 –797 –1,034 2,552 2,333 4,885 3,851
増減率 –16％ –30％ –25％ 67％ 108％ 81％ 38％
ニアス
増減数 77 86 163 4,875 216 5,091 5,254
















2010年の間にゴムとココヤシはそれぞれ 547,383 haから 499,490 ha，586,935 haから 525,398 ha
へと減少している一方，アブラヤシの栽培面積は 1,022,318 haから 2,103,174 haへと大幅に拡大




の栽培面積は，主に国営企業・民間企業が経営する大農園（Perkebunan Besar Negara/ 
Perkebunan Besar Swasta）と，主に個人が経営する個人農園（Perkebunan Rakyat）に分けられ
る。農業省農園総局のデータ［Direktorat Jenderal Perkebunan 2011］によると，2010年時点で
のリアウ州における国営および民間のアブラヤシ大農園の栽培総面積は 976,274 ha，労働者の
合計は 308,942であり，リアウ州の農園作物部門就業者における「労働者」の大きな受け皿に
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シア・リアウ州における自立小農のアブラヤシ生産とその流通システムの解明」（研究代表者：小泉佑介），
（3） 平成 27～ 30年度科学研究費補助金（基盤研究 （B） （海外学術調査）） 「インドネシアにおけるアブラヤ
シ産業の成長と地方社会―資源配分・所得分配・社会変容」（課題番号15H05140 研究代表者：永田淳嗣）
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